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インドネシア子会社の出資比率の変更及び増資完了のお知らせ 

 

 

当社のインドネシア子会社である PT. Echo Advanced Technology Indonesia（以下ＥＡＴＩとい

う。）の出資比率の変更及び同社への増資の官辺手続きが、インドネシアにおいて１２月１３日付

で完了致しました。 

 

 

１．出資比率変更と増資の理由 

ＥＡＴＩは、インドネシアにおいて、２０１２年に設立以来、生産準備期間及び立上げ後の

同国の景気低迷を受けて低稼働状態が続き、また、借入金に係る為替評価損失計上も相まって、

厳しい経営状態に陥っておりました。 

しかしながら、昨年１２月より日系自動車メーカーの世界戦略車の本格受注を受け、また来

期以降も新車種の受注が確定しており、生産が急増している状況です。 

このような状況の中、これからの新車種の生産準備費用や、増加運転資金の手当てのため、

株主各社と増資する事で合意致しました。 

増資にあたり株主各社と、現状並びに今後の同社の売上構成状況等を考慮して、その出資シ

エアを変更する事を協議した結果、下記の通り、従来の出資比率を変更する事になりました。 

 

   変更前の出資比率      ⇒      変更後の出資比率  

・児玉化学工業(株)     60％     ・小島プレス工業(株)   58.1％ 

      ・三菱樹脂(株)        25％      ・児玉化学工業(株)     39.2％ 

    ・小島プレス工業(株)  10％      ・豊田通商(株)           2.7％ 

    ・豊田通商(株)      5％ 

  

２．当社の決算に与える影響 

ＥＡＴＩの増資に伴い、同社は債務超過状態が解消され、インドネシアにおける金融規制に

抵触しなくなるため、今後インドネシア国内の金融機関から資金調達が可能となり為替リスク

のある外貨での借入金を減額できます。 

また、ＥＡＴＩ株式の出資比率変更に伴い、同社は今後小島プレス工業(株)の連結子会社に

なり、当社の連結決算会計上は、持分法適用会社へ変更になる見込みです。 

持分法適用会社への変更により、当社の連結貸借対照表からＥＡＴＩ分の資産/負債・資本

が除外され、その結果、対前年比の当社連結純資産は約5.5億円改善されます。 

尚、現在当社は、東京証券取引所の上場維持のための債務超過基準に抵触しておりますが、

先に発表した新株予約権の行使による増資効果と併せて、大きな連結純資産増加効果を得るこ

とが出来るため、同基準の抵触状態は、本年度の３月末の決算で正式確定いたしますが、現時

点で解消されることが確実となっております。 

以 上 


